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周知のように，本書の編者，津田内匠教授は18世紀



Ju1．1985 書

のフランスにおける経済学関係の未刊行：文書の発見とそ

の刊行において，これまで余人の追随を許さぬすぐれた

業績を挙げられている。本書もまたその1つで為る。わ

れわれはまず，塞書の末尾に付された編者の解題のため

の論文「ベールを脱いだ経済学者（Un　6conomiste　trahi），

ヴァンサン・ド。グルネ（1712－1759）」に鎚、って，この

文書の発見までの経緯とその内容について紹介しておこ

う。　　　　　　　　『　　　　　・

　1758年：末におけるケネーの『温品表』の出版は近世経

済学の生成の歴史の上で画期的な出来事であった。もち

ろん，当時ケネー以外にも多くの学者が経済学の建設に

努力していた。しかしこれらの試みは現在忘れ去られて

いる。グルネは一覧噛由放任」（lalsse窓faire，1aissez

passer）の提唱者で，自由主義をその原理とする重農学

派の先駆者であるとされている。実は，グルネが「自由

晶晶．の政策の使徒にすぎなかったとする「伝説を創

りだす因となったのは，チュルゴ（Turgo⇔の『ヴァンサ

ン・ド・グルネの讃辞』であった。グルネは1751年4

月から58年の5月．までの7年間通商監督官の地位にあ

り，その間チ晶ルゴやモルレ（Morellet）といった若い知

識入たちの経済学痴言を拍減していた。チェルゴは1759

年師グルネの死後間もなくこの『讃辞』を書いたが，そ

の中で彼はグルネの「自由：放任」の教義だけを強調し，

実はグルネが同じように熱心に説いていた保護虫魚につ

いては沈黙を守っていたのである。

　この伝説をはじめて問題にしたのはオンケン（A，On－

c短切であった。被は『讃辞』には若干不正確なところ

があり，グ々ネは重商主義者であったとした。その後シ

ェル（G．Schelle）はド国立文書館」所蔵の資料に蕃づき

研究を進めたが，グノレネの思想の評価はむしろチュルゴ

に近iかった。それ以後の研究は，グルネの愚想には慮由

主義と保護主義の両面が共存しているとする方向に進ん

でいったがジグルネには公刊された著作がなく，この問

題は決め手がなかった。ただ，『讃辞』によれば，グルネ

は1752傘にチャイルドのπAuew　disCOurse◎f廿＆deμ

をフランス語に翻訳し，これに付加するため，自分め見

解を述べた詳i細な「注解」（Remarques）を書いていた。

しかし残念なことに，仏訳は1754年に公刊されたが，

「注解」の方は印刷され：なかった。だから問題．に決着を

つけるには，この「注解」の草稿を探し謝すしがなかっ

たのである。

　グルネの死後10年経った1769年目，モルレは『商業

辞典』の編集を企てたが，そめ「刊行趣意書」の中で，

この辞典のために利用する目的でグルネの手稿類を預っ
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ていることを明らかにしていた。しかしモルレの辞典の

企画は結局田の目を見ずに終り，問題のグルネの手稿類

もその後行方知れずとなっていた。この2世紀以上もの

間失われたと考えられていたグルネの手稿類が津田教授

によってサン・ブリウ（Saint－Brieuc）の市立図書館にお

いて発見され，今回はじめて出版される遅びとなったの

である。本書はチャイルドの『交易論』の仏訳とその

「注解」であるが，その催の手稿類昏すでに教授により

公刊されていることをここに付記しておく。

　ところで，グルネ伝説の真相はどうであったのか。

「注解」を読んで，．われわれがまず第1に驚かされるのは，

「自由放論の人」グルネがそこでは罪妥協的な保護主義

者であり，チャイルドの著作を殆ど批判せずに是認して

いることである。明らかにグルネは，フランスの現状を

8川90年前のイギリスの水準以下であると観て，当時チ

ャイルドがオランダかちその主導権を奪取する方法を学

ぼうとしたように，イギリスを凌駕する秘密をヂャイノレ

ドから探りだそうとしたのである。ただ，1750年代のイ

ギリスの経済学はすでに産業資本あ利益を反映しようと

する方向に進んでいた。だからグルネは「注解」におい

て，チャイノレドの主張を機械的にフランスの現状に適用

しようとしたのではなく，遅れているフランス経済の現

実を考慮しながら，チャイルドの保護貿易学説を吸収し

ようとすると臨時に，進んだ現在のイギリス経済に対抗

できるようなフランス経済の急速な発展をかち取るため

の条件の探求を目指す自分の経済学をつくり出そうとし

ていたのである。

　グルネは「注解の結論」で，イギリスやオランダに対

して優位に立つためにフランスが行わなければならない

基本政策として次の4っを挙げていた。1）利子率の引き

さげ，2）航海条令の公布，3）公僑用の確立，4）交易評議

会の設立。このうち公儒用の確立は最初の2っの政策の

結果とされうから，実際には彼はそこで3つの政策をi麗

冠していたのである。ただ，「結論」では触れられてい

ないが，「注解」の中で力説されている「自由放任」を

入れると，グルネが提案している基本政策はむしろ利子

率の引きさげ，航海条令，自由扱任および交易評議会の

4つとなる6

　グルネは利子率の引きさげを第1の必要不可欠な政策

として要求している。グルネによれば，利子率を引きさ

げれば．イギリスに対して不利になっている小麦の耕作

を再生させることができ，また海上輪尺をオランダの支

配から引き離すことができ，最緩に商業を復活させるこ

とによって1685年のナントの勅令の廃止以後央われた
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蛯的人属を圃復することができるというのである。た

だ，グルネほ法律による利子率の強舗的引きさげについ

ては，円行が函難であるということで，チャイルドより

も慎重であっ疫。

　グルネの第2の基本政策は航海条命の実施である。彼

によれば，航海条令・は薪しいマ晶轟ファクチ藷一ルを誕

生させ，船舶の数を1G焙にもし，雇用を増大する，要

するに，利子率の引きさげと殆ど岡じ結果をつくりだす

というのである。グノレネは航海条令が特権会社や町回港

だけの利益のためではなく島国艮の一般的利益のために

良由と競争との下読となることを期待していた。彼は航

海条令によって競争廟に対し七日目ンス経済を保護する

と岡時に，フランスのあらゆる港に差麗なしに繕装，商

業および航海の竹下を与えてフランス商人の活動を活発

にするよう要請していたのである。それ故，．彼にあって

は航海条令ど「慮由放任」とは補発的であった。

　グルネの思想のうち最良の嬉のは，第3の敢策すなわ

ち彼のf霞由放任」霊義の中に見轟される。この教義は，

自由と競争の原理が交換と鑑塵を支配するようにさせる

ことを求めたものである。グルネは，チャイルドから藩

想を得て展開した生塵酌雇用論において，特に自由と競

争の原理が支配するようになることの必要を力説してい

た。彼は開業総含（corp◎rations）の解敬を要求した。同

業総合の規約は有鰐勢働者を図外に立ち叢らせ，外国人

労働者の帰化を妨げるからというのである。岡三に彼は

マニュファクチ訊一ルを丁丁する法律の廃止を要求して

いる。それはグルネの眼には勤勉で有用な人間を根絶さ

せるためのものであり、この規制に対する違犯はしばし

ば産業活動の逸歩を三昧するものであった。

　グノレネは，生門下は躍ルベール霊義の規制から解放さ

れなければならないということを強調していたが，ただ，

彼は生産力を問題にするとき，必ず團畏酌産業を外麗貿

易に依附するものとしていたQ彼の「薗由放任」主義は

羽立的経済酌個人を前提としていたが，外国貿易におい

ては宮家が最重要視されざるをえなかっ、た。だから，彼

がその設立を計画した交易評議会は，閣内商業ならびに

対外商業を指導することを主たる職務としなければなら

なかったのである。

　外国貿易に関するグルネの思想は，チャイルドを特徴

づけている典型的重商主義の枠を鵬ない。これに反しで，

圏昆的生産の思想はフランスの著い塵業資本塞義の台頭

を反映していた。チュルゴと愚ルレは「注解」を読んで，

虞肉と競争の円理には賛意を褒したが，利子率引きさげ

Vo玉、36　N◎，3

と航海粂令の提案にはむしろ反対した。フィジオクラシ

四の運動の影響を受けていた彼らには，保護童義はすで

に流行蹴れであるように思われたのであさる。だから受

ルレは「注解」その他の文書をそのままの形で出版しよ

うとしなかったのであり，チ晶ルゴもグルネの名を，フ

ィジオクラシーの原理の1つであるザ自由放狂」の干拓

者として不朽にする方がよいと考えたのである。こうし一

てグルネのr沈解」は無視されることとなったが，それ

と岡時に彼の貌三主義的展墓，彼の眼に観察されたフラ

ンスの摩史的回覧さらには彼が後世に抵えようとした

　「塵下放儀」の本蟻の原i型も無視されてしまったのであ

るαフィジオクラシーもイギリスとフランスとの閥に存

在する生産i力の三二に現実主義的な眼を向けることをし

なかった。1786年に調印された英仏通商条約は，そうし

たことの不運な結果にほかならなか6たのである。

　以上が，編者による本書の解説の概要である。この解

説はこれまで謎に毎まれていたグルネの学説の内容とそ

の学吏上の意義を明らかにして余すところがないように

、思う。ただ，蛇足とは思うが，この解説を読んで誰もが

思い浮べるであろう故吉田静一教授のアランス璽商主義

の研究に一二触れ，ておきたい。周知のように，吉随教授

は初期産業資本の経済政策体系にほかならない名誉革命

以降のイギリス重商主義に比較されるべきフランスにお

けるr二二の二二霊義」を，絶対王鰯のたφの経済政策

体系にすぎなかった認ルベルティスムと区下して，むし

ろフランス革命以縫の革命政府によつで推逢された｝連

の経済政策のうちに求めていた。それは，・一方に航海条

令の実施を軸として回外貿易（植民地貿易を含む）におい

て徽底しだ保護主義を実行しようとしたものであり，同

時に他方国戻的産業（初期二二資本）のために「営業の直

由」を確立することを目指したものであった。われわれ

がここで指摘しておきたいのは，吉爾教授がこの初期産

業資本の政策体系である「圃霧の重商虫義」の最初の展

開を，グルネの指導した知識人の三人フォルポネ（Foレ

bonnais）のうちに見禺していたという二ξである。津田

教授によれば，フォルポネに乳イギリスの重商主義者チ

ャ』ルズ・キング（Ch蕊r夏es　Ki鴛9）の編集する『イギリス

商人』〈：伽β癬鋤躍解伽’ぞ3v・瓦1721）の翻駅をす

すめたのもグルネであった。われわれは津田教授の研究

によって投ぜられた光がさらに学史研究の新しい道を切

凹くのに寄与するであろうごとを期待してやまないφ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔渡辺輝雄〕


